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 福田知弘氏による 「都市と
建築のブログ」の好評連載の第17回。
毎回、福田氏がユーモアを交えて紹介
する都市や建築。今回はちばらきの3D
デジタルシティ・モデリングにフォーラ
ムエイトVRサポートグループのスタッ
フがチャレンジします。どうぞお楽しみ
ください。

●ちばらき
プライベートな話だが、毎年12月にな

ると、大学時代のクラスメートが集まる忘

年会を開催している。早くも15年以上継

続ちう。ここ10 年間の会場を順に並べる

と、福井（2002）-> 大阪（03）-> 阪大（04）

-> 大阪（05）-> 東京（06）-> 大阪（07）

-> 高松（08）-> 大阪（09）-> 大阪（10）

-> 東京千葉茨城（11）。開催地は、圧倒

的に大阪が多いのだが、クラスメートの居

住地であったり、クラスメートが設計やま

ちづくり活動に関わる地に行ってみたりす

る。参加者は毎年入れ替わりがあるものの、

クラスメートの 4分の1程度は参加。少

数だが様々な繋がりから先輩や後輩や友

人も参加してくれる。

忘年会といっても、単に夜に集まるだけ

ではちょっと勿体ないので、日中には観光

をしたり日頃の活動を紹介し合う情報交換

会を行っている。決まりがある訳ではない

のだが、なぜか、この会では舟に乗るこ

とが多い。例えば、高松（08）では高松

港から女木島へ、大阪（10）では大正港

から淀川へ。

そんなことで、2011年度は東京千葉茨

城を舞台に開催した。ジモティの森君が

幹事。千葉県と茨城県の県境まで足を伸

ばしたのは私自身初めて。関西からは心理

的にも遠い感じがしていた。行ってみて初

めて知った「ちばらき」という言葉。「福駄

洒落」の親戚とも呼べそうなこの名称は

どうやら、茨城県南東部と千葉県北東部

を一体的に呼ぶ地域の俗称なのだそうだ。

では、「ちばらき」を中心に。

●潮来
橋幸夫さん「♪潮来の伊太郎 ちょっと

見なれば ～」で有名な潮来。「いたこ」と

いう地名は聞いたことがあっても、それが

漢字で「潮来」だとは中々想像し難い。

潮来は茨城県所属。霞ヶ浦や北浦、常

陸利根川などに面しており、江戸時代に利

根川の水運で栄えた。現在も、嫁入り舟

が行われており、日常的に交通手段として

使われていた舟で嫁ぎ先へと向かう。6月

にはあやめ祭りも盛大に行われるそうだ。

さっそく、加藤洲十二橋めぐりへ（図1）。

潮来港からサッパ舟に乗り、常陸利根川を

渡る。12月ということもあってか、当日は

もの凄い強風だった。「荒れ狂う」とまで

はいかないが、白波が踊る常陸利根川を

200mほど横断しなければならない。横

断の最中は、筑波山をゆっくり眺める暇な

どなく、「横断を諦めても良いんですが～」

と思いつつ、舟に掴まっているのが精一杯

（図 2）。この、常陸利根川は県境でもあ

るのだが、千葉県への道のりは厳しいもの

であった。船頭のお母さん、最初は「全然、

大丈夫よ～」とおっしゃっていたが、途中

から真剣モード。対岸の閘門に着いた瞬

間、皆で安堵。

閘門で水位調節をして、いよいよ十二橋

めぐり。加藤洲は古くからの水郷。隣家と

の往復のため設けられた小さな橋が十二

あるところから「十二橋」の名が付けられ

た。思案橋、黄門橋、憩いの橋、偲ぶ橋、

金宝樹の橋、藤見の橋、見返り橋、水仙

橋、子育ての橋、想い出橋、十六夜橋、行々

子橋。サッパ舟はこれらの橋をゆっくりと
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図3　十二橋めぐり図2　常陸利根川を渡る図1　潮来港とサッパ舟
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くぐっていく（図 3）。水路は狭くサッパ舟

がようやく行き交える程度。船頭さんの腕

の見せ所。

十二橋がある付近は沿川に住宅が並ん

でいるが、与田浦に向かう途中からパッ

と視界が開けた。見渡す限り水面と空だ

けが広がる（図 4）。

川に糸を垂れる釣り

人がチラホラ。先ほ

どの強風は止んで

ポカポカ陽気。気持

ちよかっぺ。

●佐原
佐原は千葉県所属。「さわら」と呼ぶ。

潮来と同様、利根川舟運で栄えた町。大

日本沿海輿地図を完成させた伊能忠敬ゆ

かりの地。以前は佐原市が存在したが、

平成の市町村合併で香取市となった。映画

「うなぎ」をはじめとして、映画、ドラマ、

CM等のロケ地となっている。

うなぎを食してから、伊能忠敬旧宅前の

さわら舟に乗り、小野川をゆらゆらと下る

（図 5）。小野川には船から荷を積み下ろし

するための階段状の船着き場「だし」が残

されており、往時を偲ばせている。関東

地方で初めて指定を受けた重要伝統的建

造物群保存地区の街並みは、木造町家建

築、蔵造りの店舗建築、洋風建築などか

ら構成されており、忠敬橋を中心に小野川

沿岸に 500m、香取街道沿いに数百mの

地区となる（図 6）。古い街並みは、夕日

に照らされ更にノスタルジックな光景へ。

川の駅「水の郷さわら」へ。ここは、道

の駅と川の駅の複合施設。「ちばらき」の

ポスターを発見したのはここ。眼前には坂

東太郎と呼ばれる利根川。利根川は、全

長 322kmで信濃川に次いで日本第 2位、

流域面積は約16,840km2 と日本最大。流

域面積の広さは何と四国の 90%以上を占

める大きさ。夕暮れ時、人懐こい白鳥が近

寄ってきた（図7）。

●東京
ちばらきを訪問する前日のこと。東京で

はお台場から浅草までクルージング。お台

場では、ものすごい雨とモーターショーに

向かう長蛇の列をすり抜けて何とか乗船。

お台場を抜けたころから、カモメがみるみ

る増えてきたので天気は回復しそうだ。隅

田川に入るといよいよ勝鬨橋。浅草に着い

て、お決まりの記念撮影をした後（図 8）、

ディナー・プレイスへ（図 9）。予約ができ

ないお店ゆえ先兵隊が開店に並ぶ。少し

早めに、15時から・・・。実は左手にはオー

プンを間近に控えた東京スカイツリーが。

何と、贅沢な待ち時間。ホント、たまには

こうやってノ～ンビリするのもいいですね！

図4　与田浦付近

図7　利根川 図９　ディナーを待つ先兵隊

図5　佐原のサッパ舟 図6　小野川沿いの重伝建地区

図８　浅草で記念写真！
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「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、

POV-Rayにより作成した高精細な動画ファイル

を提供します。今回の3Dデジタルシティ・ちば

らぎのレンダリングにも使用されており、スパコ

ンの利用により高精細な動画ファイルの提供が

可能です。また、POV-Rayを利用しているため、

UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエ

ディタ等で修正できます。

�

水郷の佐原・潮来と鹿島神宮をUC-win/Roadによ
る3次元VR（バーチャル・リアリティ）で表現。
佐原は小江戸と呼ばれる古い街並みを走る小野川
流域、橋梁と柳並木をくぐる「さわら舟」の行き来
を表現。潮来はあやめ（菖蒲）の咲き乱れる前川あ
やめ園、園内の太鼓橋などをモデル化している。鹿
島神宮は参道入り口から本殿、その奥の杉並木を表
現。参道入り口の大鳥居は残念ながら東日本大震
災により倒壊してしまったが、平成26年の再建を祈
りVRで再現した。

「ちばらき」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・ちばらきby UC-win/Road

�

■VR-Cloud® 閲覧URL：
　http://www.forum8.co.jp/product/ucwin/VC/VC-taiken.htm




